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平成２９年９月５日判決言渡 同日原本領収 裁判所書記官 

平成２９年（ネ）第１００６７号 独立当事者参加事件 

基本事件 平成２７年（ネ）第１００２２号 

判    決 

     

参  加  人   Ｘ 

    

              控 訴 人   Ｙ 

       

              被 控 訴 人   株 式 会 社 幻 戯 書 房 

         

主    文 

１ 本件独立当事者参加の申出を却下する。 

２ 訴訟費用は参加人の負担とする。 

事実及び理由 

第１ 参加の趣旨及び理由 

 参加の趣旨及び理由は，参加人作成に係る別紙「独立当事者参加申出書」，「再審

訴状」，「再審訴状訂正申立書」及び「再審訴状再訂正申立書」のとおりであり，要

するに，本件は，控訴人及び被控訴人間の当庁平成２７年（ネ）第１００２２号損

害賠償等請求控訴事件（以下「基本事件」という。）について，当庁が平成２８年

１月２７日に言い渡した確定判決（以下「本件判決」という。）に対し，参加人が，

再審の訴えを提起するとともに，再審開始の決定が確定した場合の訴訟に独立当事

者参加をする旨申し出た事案である。 

第２ 当裁判所の判断 

 １ 確定判決の存在及び再審の訴えの提起等 

 一件記録によれば，以下の事実が認められる。 
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 (1) 控訴人は，控訴人を原告，被控訴人を被告として，東京地方裁判所平成２

５年（ワ）第２２５４１号損害賠償等請求事件を提起したが，同裁判所は，平成２

７年１月２２日，控訴人の請求をいずれも棄却する旨の判決を言い渡した。 

 (2) 控訴人は，上記判決を不服として控訴を提起したが（当庁平成２７年（ネ

）第１００２２号損害賠償等請求控訴事件。基本事件），当庁は，平成２８年１月

２７日，控訴人の控訴を棄却する旨の判決（本件判決）を言い渡し，同判決の正本

は，同月２９日，控訴人に送達された。 

 (3) 控訴人は，上記判決を不服として上告及び上告受理の申立てをしたが（最

高裁判所平成２８年（オ）第６４５号，同年（受）第８１０号），最高裁判所は，

平成２８年６月２３日，上告を棄却し，上告審として受理しない旨の決定をし，同

日，本件判決は確定した。 

 (4) 参加人は，平成２９年５月１２日，当庁に対し，本件判決について，再審

の訴えを提起し（当庁平成２９年（ム）第１０００２号。以下「本件再審の訴え」

という。），同日，基本事件について，民事訴訟法４７条により独立当事者として参

加する旨の本件独立当事者参加の申出をした。 

 ⑸ 本件再審の訴えについて，裁判長は，平成２９年７月７日，参加人に対し，

補正命令を発し，同命令送達の日から１０日以内に民事訴訟法３３８条１項所定の

再審の事由を記載した書面を提出することを命じた。同命令の謄本は，同月８日，

参加人に送達された。しかし，参加人は，上記期間内に上記事由を記載した書面を

提出しなかったので，裁判長は，同月２７日，本件再審訴状を却下する命令をした。

同命令の謄本は，同年８月７日，参加人に送達され，同日，同命令は確定した。 

 ２ 独立当事者参加申出の適法性について 

 独立当事者参加の申出は，参加人が参加を申し出た訴訟が係属していることが必

要であると解すべきである。また，再審開始の決定が確定すれば本案の再審理が行

われることからすれば（民訴法３４８条１項），再審の訴えを提起するとともに独

立当事者参加の申出がされた場合には，参加を申し出た訴訟について潜在的な訴訟
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係属があると解することができるが，かかる申出後に，再審の訴えを却下する決定，

再審請求を棄却する決定等が確定した場合には，もはや上記訴訟について潜在的な

訴訟係属があるということはできなくなり，同申出は不適法なものとなる。 

本件独立当事者参加の申出は，参加人が，本件再審の訴えを提起するとともに，

再審開始の決定が確定した場合の訴訟に独立当事者参加をする旨申し出た事案であ

るところ，前記１⑸のとおり，本件再審訴状を却下する命令が発せられ，同命令が

確定したことにより，もはや上記訴訟について潜在的な訴訟係属があるということ

はできなくなったものである。 

したがって，参加人の本件独立当事者参加の申出は不適法である。 

 ３ 結論 

 よって，参加人の本件独立当事者参加の申出は不適法であるから却下することと

し，主文のとおり判決する。 
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